
 

4 月 3日開催 映画「TRASHED-ゴミ地球の代償」と 

高田秀重先生講演「プラスチックによる海洋汚染のいま」報告 

海の汚染のおおもとは捨てられた  

レジ袋やめますか？ 

補
給
廠

ほ
き
ゅ
う
し
ょ
う

入
口 

 

 

 

 

2012 年公開の映画は、レバノンの海

岸、インドネシアの川を埋め尽くすゴミと、

その周りで暮らす人々の様子、海にプラス

チック汚染が広がる息をのむような実態   

が描かれていました。 

        それに続けて、東京農 

工大学農学部環境資源

学科教授の高田秀重先

生の講演は、深刻さが増

している海洋汚染のお

話でした。要約します。 

 

世界では年間 3 億トンのプラスチッ

クが生産され、その半分は、使い捨ての

「容器包装」（レジ袋、ペットボトル、

トレイなど）である。日本では1人で１

年に数 10 ㎏のプラゴミを出している。 

毎年約800万トンのプラスチックが

海へ流入している。大小さまざまなプラ

スチックは国境を越え漂流・漂着し、魚

や海鳥が餌と一緒に取り込んでいる。 

プラスチックは自然界で数十年は分

解されず、海中の有害化学物質を吸着す

ることがわかってきた。環境ホルモンと

して問題になった添加剤ノニルフェノ

ールや、ＰＣＢなども吸着し、生物が取

り込むと、有害物質は排出されず体内で

濃縮することも明らかになりつつある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田先生たちの調査で、東京湾のカタ

クチイワシからも、5ｍｍ以下のマイク

ロプラスチックが検出された。 

プラスチック製品の破片であるマイ

クロプラスチックは最近世界的に問題

となっており、洗濯で出される化学繊維

の屑や、化粧品のスクラブ（マイクロビ

ーズ）や研磨スポンジのメラミンフォー

ム屑などについて、日本の環境省もやっ

と問題にし始めた。 

昨年環境省が行なった調査で、日本近

海は、世界の平均の 27 倍もの高い密度

のプラスチックが浮いていることがわ

かった。何も手を打たないと、海に流入

するプラスチックの量はこれから 20

年で 10倍になると言われている。 

大量消費・大量リサイクルでは持続

可能な社会とは言えない。使い捨て 

のレジ袋、ペットボトル、弁当の容器か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら削減すべきだ。私たちは「子孫から大

地を借りて生きている」（アメリカ先住

民の言葉）のだから。 

 

最近、東京湾の調査などで注目されてい

る高田先生は、市内の東京農工大学が研究

拠点であり、この日は 2 回も講演してく

ださいました。採取したお台場の砂を水の

中でかき混ぜると、砂の中から色とりどり

のプラスチックの破片が浮いてくる実験

に、問題の深刻さを実感しました。 

日本は海の恵みに囲まれていたはずな 

のに、いまや廃棄物の処分地のようです。

工業化と過剰な浪費社会がこのような事

態を招いています。まず被害を受けるのは

海の生き物たち。でも最終的に私たちに還

ってきます。先生のお話を聞き、私たちの

生活の中で出来ることを実行しよう！と

決意を新たにしました。 
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安
保
・
自
衛
隊
関
連
法
が
成
立
し
、
自
衛
隊

と
米
軍
が
一
層
緊
密
化
す
る
。
５
月
の
日
曜

日
、「
全
国
市
民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催

の
神
奈
川
県
の
米
軍
基
地
を
回
る
「
ピ
ー
ス

リ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
～
矢
部
駅
の
北
側
に
広
が

る
１
９
７
ha
も
の
相
模
原
総
合
補
給
廠
は
、

米
軍
の
物
資
・
資
材
の
備
蓄
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
危
険
廃
棄
物
を
集
積
す
る
、

重
要
な
施
設
だ
。
50
年
近
く
補
給
廠
を
監
視

し
続
け
て
い
る
沢
田
さ
ん
は
「
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
や
ア
フ
ガ
ン
戦
争
時
は
数
千
台
の
戦
車
や

車
両
が
並
ん
で
い
た
。
昨
年
大
き
な
爆
発
事

故
が
あ
っ
た
が
、
日
米
地
位
協
定
が
ネ
ッ
ク

で
ど
の
よ
う
な
危
険
物
が
あ
る
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ
座
間

は
在
日
米
軍
司
令
部
で
、
10
年
前
の
米
軍
基

地
再
編
時
に
基
地
撤
去
の
運
動
が
あ
っ
た

が
、
ご
く
一
部
が
返
還
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

通
称
厚
木
基
地
は
米
海
軍
と
海
上
自
衛
隊
が

共
同
使
用
す
る
飛
行
場
で
、
平
日
は
間
近
に

迫
る
住
宅
街
の
す
ぐ
上
を
空
母
艦
載
機
や
オ

ス
プ
レ
イ
が
轟
音
で
飛
ん
で
い
る
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
は
極
東
の
輸
送
ハ
ブ
で
あ
る
横
田

基
地
と
も
国
道
16
号
線
や
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ら
20
分
の
圏
域
で
繋
が
っ
て
い
る
。
神
奈

川
県
に
は
他
に
も
米
海
軍
横
須
賀
基
地
、
米

陸
軍
の
横
浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
な
ど
重
要
施

設
が
集
中
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
大
き
な
米

軍
基
地
圏
域
に
い
る
の
だ
と
実
感
し
た
。 

   

  

  

ピースリング 

ツ
ア
ー 

基地を考える一歩として 

報告 重田 益美 

高田 秀重 先生 

http://tamura.seikatsusha.me/
http://nishino.seikatsusha.me/


６
月
議
会
よ
り 

      
 す

べ
て
の
子
育
て
家
庭
へ
の 

支
援
を
も
と
め
て 

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
、
２

０
１
５
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
保
育

所
を
利
用
す
る
人
に
限
ら
ず
子
育
て
中

の
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
す
る
「
利
用
者

支
援
事
業
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

子
育
て
支
援
施
設
を
案
内
す
る
横
浜

市
の
「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
有
名

で
す
が
、
府
中
市
で
も
「
た
っ
ち
」「
し
ら

と
り
」
の
２
か
所
で
利
用
者
支
援
事
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

府
中
市
で
は
、
待
機
児
童
解
消
も
大
き

な
課
題
で
す
が
、
子
育
て
と
介
護
を
同
時

に
抱
え
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
問
題
に
も
今

後
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
現
在

の
事
業
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
支
援
す

る
か
質
問
し
ま
し
た
が
、
今
の
段
階
で
は
、

支
援
の
対
象
者
の
把
握
も
し
て
い
ま
せ

ん
し
、
必
要
性
も
あ
ま
り
認
識
し
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
。 

当
事
者
が
１
人
で
困
難
を
抱
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
多
様
な
支
援
に
つ
な
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
の
専
門
職
に

よ
る
「
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
大
切

に
し
た
、
利
用
者
支
援
事
業
を
行
な
っ
て

ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。 

市
は
今
後
、
さ
ら
に
４
か
所
の
基
幹
保

育
所
等
を
活
用
し
た
事
業
を
行
な
う
計

画
で
す
。
子
育
て
中
の
す
べ
て
の
家
庭
を

対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
把
握
と
専
門
職
の

配
置
な
ど
、
事
業
の
充
実
の
た
め
の
体
制

整
備
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

     

大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー 

運
用
の
課
題
は
山
積
み
！ 

 

府
中
市
で
は
、
来
年
秋
よ
り
２
万
２
千

食
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
、
全
国
で
も
最

大
規
模
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
同
時
に
こ
れ
ま
で

直
営
だ
っ
た
調
理
業
務
を
民
間
に
委
託

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
民
間
委
託
で
給
食

の
質
や
安
全
性
が
保
た
れ
る
の
か
質
問

し
ま
し
た
。 

１
０
０
人
以
上
が
調
理
業
務
を
行
な

う
大
規
模
施
設
で
、
管
理
栄
養
士
か
ら
の

調
理
作
業
の
指
示
が
的
確
に
伝
わ
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
で
行
な

う
の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。
食
中

毒
な
ど
の
事
故
や
問
題
が
起
こ
っ
た
際

の
責
任
は
市
が
負
う
と
し
な
が
ら
も
、

様
々
な
手
順
や
管
理
体
制
に
つ
い
て
は

「
他
市
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
検
証
し
、

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
す
る
」
と
の
答

弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

府
中
市
の
給
食
が
セ
ン
タ
ー
で
開
始

し
て
数
十
年
が
経
過
し
、
社
会
の
状
況
は

変
化
し
て
い
ま
す
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
食
育
の
目
的
か
ら
も
、
防
災
や
地

域
の
拠
点
を
作
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

自
校
方
式
や
分
散
型
の
給
食
セ
ン
タ
ー

を
目
指
す
べ
き
と
訴
え
て
き
ま
し
た
が

見
直
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
調
理
業
務
の
民

間
委
託
化
と
い
う
大
き
な
問
題
も
、
い
ま

だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
事
項
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
不
安
を
訴
え
ま
し
た
。 

            

再
開
発
ビ
ル
の
工
事
契
約
に
つ
い
て

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
了
承
せ
ず 

厚
生
委
員
会
報
告 

府
中
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル
の
５
、
６
階

に
予
定
さ
れ
て
い
る
府
中
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
や
、
地
下
の
音
楽
室
、
駐
輪
場

な
ど
の
内
装
工
事
に
つ
い
て
、
工
期
が
遅

れ
た
こ
と
を
理
由
に
内
装
工
事
と
土
地

の
買
い
入
れ
を
一
体
化
し
、
買
い
入
れ
額

９５
億
円
と
い
う
契
約
に
変
更
す
る
議
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
公
共
工
事
で
あ
り
な

が
ら
、
競
争
入
札
を
行
な
わ
な
い
不
透
明

な
進
め
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
の
議
案
を
了
承
し
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
議
事
録
の

作
成
、
公
開
を
希
望
す
る 

陳
情
に
つ
い
て 

議
会
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
の

な
か
で
、
税
金
の
使
い
道
を
決
め
る
重
要

な
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
議
事
録
だ

け
が
い
ま
だ
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
全
員
で
５
日
間
活
発
な
審
議
が
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
内
容
を
確
認
す
る
に
は

音
声
録
音
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
の
陳
情

に
採
択
を
求
め
、
議
会
運
営
委
員
会
で
は

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
本
会

議
で
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
議
会
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
す
。 

   
 

           

                       わくわくまちづくりトーク 

田村智恵美、西のなお美とともに、 
市議会の報告やまちづくりについての 

意見交換をしましょう。 
お気軽にご参加ください。 

７月２４日（日） 

ルミエール府中第３会議室 
第１部 １３：００～１４；３０ 

子育てをテーマになんでも話そう！ 

第２部 １５：００～１６：３０ 

地域の話、再開発、給食センター・・・

なんでも話そう！ 

 

田
村 

智
恵
美 

一
般
質
問 

西
の 

な
お
美 

一
般
質
問 

 

市は今年度初めて、入庁 3 年目の職

員全員を対象に航空自衛隊府中基地で

の2泊3日の研修を実施しました。「な

ぜ自衛隊に？」「目的は？」と質問状を

市長に提出し、６月末に回答を受け取

りました。災害時の救援・救助活動を学

び、協調性など 3 年目職員としての能

力と連帯意識の醸成などの目的に、自 

 

 

 

 

衛隊が条件を満たしていたからという

ことでした。 

職員研修は必要ですが、安保法制で

自衛隊の活動が拡大した今、府中市が

近隣他市に先駆けて行なうべきか疑問

です。この研修の必要性を言うなら、す

べての職員研修を市民に公表すべきで

しょう。中止を求めます。 

 

 

市職員の自衛隊研修について、市長への質問状を提出 

 

 

最近、空き家をよく見かけますが、国は空き

家対策推進の特別措置法で、自治体が空き家の

適切な管理や有効活用できるよう、支援制度を

作っています。今年度、府中市でも空き家対策

検討協議会が置かれます。6月の部会では、空

き家を地域コミュニティの拠点や、シェアハウ

スなどに活かしている先進事例を学び、今後

は、地域の調査活動などを予定しています。 

福祉部会の活動より 


